
NO.437

口
目
貝
」

７年

百言

-

歴
史
民
俗
資
料
館

王

ぐ…

…

⊇

・
・
一

の
家

甘

＼Å＿&.._

ヽ-

。
は
に
わ
「
家
け
が
語
る
富
士
山
古
墳
・
：

　
　
　
町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
平
成
５
年
度
に
富
士
山
古
墳
の
発
掘

　
　
調
査
を
行
っ
た
際
に
出
土
し
た
国
内
最
大
級
の
家
形
埴
輪
の
復
元
作

　
　
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
作
業
が
完
了
し
、
1
0
月
2
2

　
　
目
か
ら
Ｈ
月
2
3
日
ま
で
第
８
回
企
面
談
『
王
者
の
家
』
談
を
開
催
、

　
　
展
示
し
ま
す
。

　
　
　
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
で
言
ご
の
す
ば
ら
し
い
古
墳
文
化
を
ご
覧

　
　
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
連
記
事
Ｐ
８
・
９
）

入母言三づの席次上水況（平成う年９月）

-S］



胆
謳
あ
く
し
膀
９
Ｕ

楽
し
み
な
が
ら
健
康
と
福
祉
を
考
え
る

　
第
1
0
回
健
康
ふ
く
し
ま
つ
り
が
1
0
月
１
目
、
町
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
親
子
連
れ
や
お
年
寄
り
な
ど
、
４
０
０
０

人
を
超
え
る
人
出
で
に
ぎ
わ
い
、
健
康
と
福
祉
の
多
彩
な
催
し

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
ー
内
で
は
、
骨
密
度
測
定
を
は
じ
め
、
訪
問
看
護

指
導
員
に
よ
る
お
年
寄
り
の
介
護
ア
ド
バ
イ
ス
、
医
師
・
栄
養

士
に
よ
る
健
康
・
育
児
相
談
な
ど
の
健
康
コ
ー
ナ
ー
や
、
「
障

害
つ
て
ど
ん
な
こ
と
な
の
？
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
ロ
ボ
に
よ

の
福
祉
コ
ー
ナ

て
今
回
初
め
て

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
聞
か
れ
た
ほ
か
、
車
椅
子
な
ど
の
体
験

ヲ
・
Ｉ
ナ
ー
、
災
害
時
の
救
急
炊
き
出
し
実
演
、
模
擬
店
な
ど
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
屋
外
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
生
き
が
い
講
座
Ｏ
Ｂ

に
よ
る
ダ
ン
ス
発
表
や
手
話
劇
・
歌
、
壬
生
寺
保
育
園
園
児
に

よ
る
「
円
仁
太
鼓
」
、
「
重
甲
ビ
ー
フ
ァ
イ
タ
ー
シ
ョ
ー
ー
ー
」
な
ど

も
行
わ
れ
、
大
ぜ
い
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
町
総
合
公
園
ま
で
の
往
復
約
５
㎞
の
ヲ
ー
ス
を

歩
く
健
康
ウ
ォ
ー
ク
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
各
自
思
い
思
い
の

ペ
ー
ス
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

心

今回初のリサイクルフリーマーケット

生
き
が
い
講
座
作
品
展
示

W

-

２

三
歳
児
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
児
1
0
名
を
表
彰

　
　
「
壬
生
町
三
歳
見
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞
見
1
0
名

が
、
健
康
ふ
く
し
ま
つ
り
会
場

に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
町
の
歯

科
保
健
の
向
上
を
図
る
た
め
、

三
歳
児
健
診
を
受
け
た
お
子
さ

ん
を
対
象
に
、
平
成
５
年
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

最
優
秀
の
仲
谷
元
く
ん
　
（
右
）

優
　
秀
の
須
藤
未
来
ち
ゃ
ん
（
左
）

［
］
大
奥
㈲
」

Ｏ
最
優
秀

　
仲
谷
　
元
　
尿
町
一
丁
亘

○
優
　
秀

　
須
藤
未
来
　
　
示
言

Ｏ
優
　
良

　
倉
井
麻
俗
吏

　
　
　
　
（
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
）

落
合
絵
梨
　
　
　
　
（
上
表
町
）

山
川
友
里
恵
　
　
　
（
台
　
坪
）

上
野
裕
子
（
駅
　
東
）

佐
野
山
基

　
　
　
玉
美
町
北
西

小
倉
杏
奈

　
　
　
（
県
営
壬
生
住
宅
）

遠
藤
和
輝

　
　
　
　
　
（
上
良
俗

山
上
　
犬

　
　
　
　
（
緑
町
三
丁
亘



福
祉
・
保
健
事
業

　
　
　
　
功
労
者
を
表
彰

一

　
町
の
福
祉
と
保
健
事
業
発
展
の
た
め
　
　
　
市
川
千
恵
子
（
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
）

献
身
的
活
動
を
続
け
、
そ
の
功
績
が
特
　
　
《
配
食
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
）

に
顕
著
な
個
人
（
1
4
名
）
及
び
団
体
（
３

ふ
四
体
）
が
、
健
康
ふ
く
し
ま
つ
り
の
会

場
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
、
賞
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
は
、
次
の
方
々
で
す
。

心
環
薗
蕭
皿

1
9
1

９ １
９

（
在
宅
支
援
》

上
原
　
初
江
（
至
宝
町
北
）

《
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
》｜

｜

　
阿
部
　
雅
子
（
緑
町
四
丁
亘

《
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
》

　
金
子
幸
夫
（
神
通
町
）

《
福
祉
施
設
職
員
》

　
石
下
　
之
規
て
も
っ
け
荘
）

　
粂
川
　
益
子
（
し
も
っ
け
荏

　
川
俣
由
枝
子
（
み
な
と
荏

説
諭
湿
纒
心
臓
縁

談
1
1
1
瀬
習
１
゛
゛
゛
’
一
言

　
北
小
林
自
治
会

　
佳
久
男
子
部
官
吏

七
奉
会
（
宇
都
宮
世

マ
ザ
ー
テ
レ
サ
共
労
者
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
福
宿
所
）

謐
捷
報
晋
四

1
1
0
9

《
予
防
接
種
》

　
東
海
林
正
憲
（
嘱
託
医
師
・
目
谷
外
道
）

《
健
　
診
》

　
村
田
宮
弘
（
嘱
託
医
師
・
六
美
町
北
部
）

　
関
口
文
子
盾
復
帰
・
緑
町
三
丁
目
）

《
母
子
保
健
衛
生
》

瓦
井
　
節
子
（
安
塚
中
央
）

山
田
キ
ヨ
子
（
六
美
町
南
三

森
田
　
則
子
（
至
宝
灯
北
）

一福
祉
・
健
康
標
語
入
選
者
表
彰

雇
座
礁
警

小
学
校
の
部
（
６
年
生

◆
最
優
秀
賞

「
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
れ
ば

　
　
　
　
き
っ
と
広
が
る
福
祉
の
輪
」

　
　
　
　
　
　
菊
地
健
太
郎
（
安
塚
小
）

◆
優
秀
賞
　
瀬
戸
一
博
（
睦
小
）
、

　
毛
塚
哲
生
（
藤
井
小
）

◆
佳
　
作
　
青
木
　
崇
、
薩
葉
重
典
、

木
村
枝
里
香
〈
壬
生
小
〉
小
太
刀
幸
太
、

古
川
　
賢
〈
壬
生
束
小
〉
栄
根
真
弓
、

渡
辺
綾
乃
〈
睦
小
〉
山
崎
雄
大
〈
安
塚

小
〉
中
学
校
の
部
〒
年
生

◆
最
優
秀
賞

「
親
切
を
さ
れ
る
喜
び
　
す
る
勇
気
」

　
　
　
　
　
木
野
内
公
美
子
（
壬
生
生

◆
優
秀
賞
　
小
平
友
香
、
元
木
孝
年

（
南
犬
飼
中
）

◆
住
　
作
　
大
豆
生
田
緑
、
大
損
一
博
、

菊
元
健
太
、
芳
賀
万
里
子
〈
壬
生
中
〉

武
田
久
美
子
、
赤
羽
根
聖
、
小
島
祐
一

〈
南
犬
飼
中
〉

　
一
般
の
部

◆
最
優
秀
賞

「
尽
く
さ
れ
る
よ
り

　
　
　
　
尽
く
し
て
や
れ
る
幸
福
感
」

　
　
　
　
　
馬
場
良
子
（
幸
町
一
丁
亘

◆
優
秀
賞
　
鵜
飼
イ
ネ
（
至
宝
町
北
）

渡
辺
清
雄
（
国
谷
中
央
）

◆
住
　
作
　
日
向
野
保
（
神
通
町
）
石

井
末
代
（
六
美
町
南
二
）

之
錬
言
言
夏
作

小
学
校
の
部
（
６
年
生

◆
最
優
秀
賞

「
活
気
あ
ふ
れ
る
壬
生
の
町

　
　
　
　
　
　
　
心
も
体
も
健
康
体
」

　
　
　
　
　
　
　
細
井
崇
明
♀
生
小
）

◆
優
秀
賞
　
大
粟
千
春
（
壬
生
来
小
）

高
野
育
巳
（
壬
生
小
）

◆
佳
　
作
　
清
水
恵
美
、
高
山
瑠
美

〈
羽
生
田
小
〉
青
柳
雅
士
〈
藤
井
小
〉

上
田
由
香
里
〈
壬
生
北
小
〉
神
水
香
織
、
・

早
乙
女
修
代
＾
稲
葉
小
゛
甫
塚
達
恭

一

玉
生
来
小
〉
川
瀬
幸
子
〈
安
塚
小
〉

中
学
校
の
部
〒
年
生
　
　
　
　

1
1
1
1
1
1

◆
最
優
秀
賞

「
健
や
か
に
　
暮
ら
せ
る
喜
び

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ふ
れ
る
笑
顔
」

　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
美
紀
（
壬
生
士

◆
優
秀
賞
　
武
田
久
美
子
（
南
天
剣
士

田
中
　
毅
（
壬
生
中
）

◆
佳
　
作
　
高
木
香
緒
里
、
渡
遥
裕
美

〈
壬
生
中
〉

　
一
般
の
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

◆
優
秀
賞
　
鈴
木
正
浩
（
安
塚
⊃
、

崇
高
久
子
（
稲
葉
下
馬
杢
、
中
村
ミ

イ
谷
井
）

◆
佳
　
作
　
渡
辺
清
雄
（
国
谷
中
央
）

３
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湊大大二尚尚

入人員に

４００人参加

　
交
通
事
故
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
町

づ
く
り
を
目
ざ
し
た
町
総
合
安
全
会
主
催

に
よ
る
第
2
0
回
壬
生
町
交
通
安
全
町
民
大

会
が
９
月
2
0
日
、
壬
生
申
央
公
民
館
に
お

い
て
、
町
交
通
安
全
協
会
を
は
じ
め
栃
木

警
察
署
、
町
内
各
種
団
体
な
ど
か
ら
約
４

０
０
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
清
水
町
長

W

羽生田小学校１年

　　木野内　正　志

悲
惨
な
事
故
の
な
い

　
　
　
　
明
る
い
ま
ち
づ
く
リ

　
大
会
の
主
催
者
と
し
て
清
水
町
長
は
、
　
り
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

フ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
や
交
通
安
全
教
　
　
し
ま
し
た
。

育
の
趣
旨
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
　
　
ま
た
、
大
会
は
交
通
事
故
犠
牲
者
へ

交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
な
お
Ｉ
層
の
　
　
の
黙
と
う
、
交
通
安
全
功
労
者
関
保
夫

徹
底
を
し
て
も
ら
い
、
悲
惨
な
交
通
事
　
　
彰
、
ポ
ス
タ
ー
ー
・
作
文
人
選
者
表
彰
、

故
を
な
く
し
明
る
く
住
み
良
い
町
づ
く
　
　
最
優
秀
作
文
発
表
、
児
童
か
ら
交
通
指

　
　
晃

年
性

壬生小学校２

　　増　田

導
員
・
警
察
官
へ
花
束
贈
呈
が
行
わ
れ
、

最
後
に
交
通
安
全
母
の
会
田
中
ミ
ヨ
会

長
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
誓

う
「
大
会
言
」
言
」
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
大
会
の
後
、
交
通
安
全
教
育
映
画

「
お
地
蔵
さ
ん
に
な
っ
た
三
姉
妹
」
が

上
映
さ
れ
、
参
加
者
の
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

警
察
官
や
交
通
指
導
員
さ
ん
へ
感
謝
の

花
束
が
贈
ら
れ
る

４



　
表
　
　
彰

【
功
労
者
表
彰
】

兪
井
國
男
（
原
宿
）
、
和
久
井
友
雄

子
新
言
、
潰
田
一
男
（
六
美
町
南
コ
、

田
中
作
蔵
（
至
宝
灯
北
）
、
渡
辺
正
美

（
落
合
）
、
藤
津
　
操
（
安
塚
中
央
）
、

篠
原
佳
江
（
東
下
合
）
、
杉
山
絹
子

工
表
町
）
、
野
津
初
江
（
上
通
町
）
、

石
津
裕
子
（
上
表
灯
）
、
福
田
弘
子

（
仲
通
言
、
板
子
美
佐
子
（
本
郷
）
、

佐
藤
成
江
（
鹿
島
）
、
梁
島
フ
ミ
子

（
鹿
島
）
、
石
川
弘
子
（
東
懇
、
小
野

ロ
ト
キ
エ
　
（
本
郷
）
、
斎
藤
和
子
（
安

塚
コ
、
大
久
保
先
王
長
田
）
、
鈴

木
節
子
石
塚
コ
、
山
崎
静
子
犬

美
可
寓
言
、
瓦
井
節
子
（
安
塚
申
告
、

黒
尾
チ
エ
　
（
城
亨
、
小
林
ト
シ
（
万

町
）
、
角
田
節
子
（
六
美
灯
寓
コ

稲
葉
小
学
校
３
年

　
　
　
　
青
　
木

希

【
感
謝
状
一

小
松
全
治
（
元
交
通
教
育
指
道
茸
）
、

大
塔
和
男
（
交
通
指
誉
貝
）
、
青
木
茂

男
（
交
通
指
導
亘
、
藤
洋
　
操
（
交

通
指
導
員
）
、
横
山
宗
太
郎
（
交
通
指

導
員
）
、
大
林
芳
美
（
栃
木
警
察
署
壬

生
父
番
）
、
渡
辺
一
洋
（
栃
木
警
察
署

お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
文
言

【
ポ
ス
タ
ー
】

☆
最
優
秀
賞
　
木
野
内
正
志
（
羽
生
田

小
１
年
）
、
増
田
佳
晃
（
壬
生
小
２
年
）

青
木
　
希
（
稲
葉
小
３
年
）
、
鈴
木
後

天
（
壬
生
来
小
４
年
）
、
大
出
真
理
恵

稲
葉
小
５
年
）
、
岩
波
鈴
桂
（
壬
生
来

小
６
年
）
中
鳥
屋
徳
（
南
犬
飼
中
１
年
）
、

平
岩
卓
（
南
犬
飼
中
２
年
）

☆
優
秀
賞
　
寺
内
彩
夏
（
壬
生
小
１
年
）

橋
本
和
哉
（
藤
井
小
１
年
）
、
大
木
美

穂
（
睦
小
１
言
、
高
水
干
有
（
壬
生

小
２
年
）
、
小
管
　
航
（
稲
葉
小
２
年
）

山
野
智
彰
（
安
塚
小
２
年
）
、
平
岩

彩
（
睦
小
３
言
、
神
水
順
子
（
羽
生

田
小
３
年
）
、
駒
井
　
恵
（
安
塚
小
３

年
）
多
ケ
谷
葉
楠
（
壬
生
小
４
年
）
、

別
井
聖
恩
（
羽
生
田
小
４
年
）
、
大
垣

善
弘
（
壬
生
北
小
４
年
）
、
木
村
亜
弥

子
宝
生
小
５
年
）
、
奥
村
　
光
（
睦

小
５
言
、
堀
内
美
智
子
（
安
塚
小
５

年
）
田
所
朋
子
（
藤
井
小
６
年
）
、
毛

塚
あ
ゆ
み
（
睦
小
６
年
）
、
松
本
幸
枝

（
壬
生
北
小
６
年
）
、
古
沢
コ
淋
（
壬
生

中
１
年
）
鈴
木
美
紀
（
壬
生
中
１
年
）
、

杉
山
史
弘
（
南
犬
飼
中
１
年
）
、
柏
崎

香
（
壬
生
中
２
年
）
、
山
根
孝
史
（
壬

生
中
２
年
）
、
西
島
花
実
（
南
犬
飼
中

２
年
）
小
平
有
美
（
南
犬
飼
中
３
年
）

【
作
　
文
】

☆
最
優
秀
賞
　
宇
野
青
竹
（
壬
生
来
小

２
年
）
大
粟
道
子
（
南
犬
飼
中
２
年
）

☆
優
秀
賞
　
峯
　
卓
也
（
壬
生
小
１
年
）

大
垣
　
淳
（
壬
生
北
小
３
年
）
、
古
谷

津
有
希
（
壬
生
来
小
４
年
）
、
阿
久
津

幸
江
（
稲
葉
小
５
年
）
、
福
田
友
香

（
壬
生
来
小
６
年
）
入
庄
子
陽
（
南
犬

飼
中
１
言
、
海
老
沼
三
奈
美
（
南
犬

飼
中
３
年
）

※
大
会
の
席
上
発
表
さ
れ
た
最
優
秀
作

品
２
編
は
次
ペ
ー
ジ
に
紹
介
し
ま
す
。

雨犬飼中学校１年
　　　　中　言　辰　徳

-

王
生
来
小
学
校
４
年

　
　
　
　
鈴
　
木
　
悛
　
太

卓

雨犬飼中学校２年

　　　　平　岩

稲
葉
小
学
校
５
年

　
　
　
　
犬
　
出
　
真
理
恵

壬
生
東
小
学
校
５
年

　
　
　
　
岩
　
波
　
鈴
　
佳

５



わ
が
家
の
交
通
安
全

壬生東小学校2年

宇野　貴博

　
　
「
夕
１
く
ん
、
な
っ
ち
ゃ
ん
、
お
か
あ
さ
１
ん
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
行
く
よ
。
」

に
わ
か
ら
、
お
と
う
さ
ん
の
こ
え
。
ぼ
く
と
、
お
ね

え
ち
ゃ
ん
の
な
っ
ち
ゃ
ん
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ

て
に
わ
に
出
た
。

　
い
っ
も
の
と
お
り
、
お
と
う
さ
ん
を
先
と
う
に
に

し
て
、
ば
く
、
お
ね
え
ち
ゃ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
の
じ
ゅ

ん
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
。

　
さ
い
し
ょ
は
、
う
ら
通
り
で
、
森
の
小
道
を
走
る
。

た
く
さ
ん
の
み
ど
り
で
、
と
て
も
き
れ
い
だ
。
時
ど

き
、
車
と
す
れ
ち
が
う
の
で
、
ぼ
く
た
ち
は
Ｉ
れ
つ

に
な
っ
て
走
る
。
大
通
り
に
出
る
。
信
号
が
目
に
つ

く
。
ぼ
く
た
ち
は
、
自
て
ん
車
の
通
る
道
に
入
っ
た
。

先
と
う
の
お
と
う
さ
ん
が
止
ま
っ
た
。

「
こ
こ
は
ね
、
小
学
校
低
学
年
の
女
の
子
が
、
自
ど

う
車
に
は
ね
ら
れ
た
と
こ
ろ
な
ん
だ
よ
。
」

「
歩
道
き
ょ
う
の
と
こ
ろ
で
…
。
」

「
前
は
、
歩
道
き
ょ
う
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
じ
こ

の
後
、
歩
道
き
ょ
う
が
っ
く
ら
れ
た
ん
だ
よ
。
」

「
ど
う
し
て
、
は
ね
ら
れ
た
の
。
」

「
そ
の
時
は
、
大
よ
う
が
し
ず
む
時
で
、
う
ん
て
ん

す
る
人
は
、
ち
ょ
う
ど
西
に
む
か
っ
て
い
た
の
で
ま

ぶ
し
く
て
目
が
く
ら
ん
で
、
女
の
子
に
気
が
っ
か
な

か
っ
た
ん
だ
ね
。
」

「
女
の
子
、
か
わ
い
そ
う
だ
っ
た
ね
。
」

「
タ
ー
く
ん
も
、
な
っ
ち
ゃ
ん
も
、
車
が
き
た
時
は

通
り
す
ぎ
る
ま
で
、
よ
く
た
し
か
め
て
か
ら
、
わ
た

ら
な
け
れ
ば
だ
め
だ
よ
。
」

と
、
お
と
う
さ
ん
と
、
お
か
あ
さ
ん
に
言
わ
れ
た
。

車
に
は
ね
ら
れ
た
ら
大
へ
ん
だ
。
ぼ
く
は
、
道
路
を

お
う
だ
ん
す
る
時
は
、
右
と
左
を
よ
く
見
て
、
車
が

こ
な
い
の
を
た
し
か
め
て
か
ら
わ
た
ろ
う
と
思
っ
た
。

ま
た
、
お
と
う
さ
ん
を
先
と
う
に
Ｉ
れ
つ
に
な
ら
ん

で
大
通
り
を
走
る
。
そ
こ
か
ら
家
に
つ
く
ま
で
、
信

号
が
一
か
し
ょ
、
十
字
路
が
一
か
し
ょ
あ
る
。
き
ま

り
を
ま
も
っ
て
、
や
っ
と
家
ま
で
っ
い
た
。

　
今
ま
で
は
、
自
て
ん
車
に
の
っ
て
い
て
も
何
も
考

え
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
今
日
、

お
と
う
さ
ん
や
お
か
あ
さ
ん
に
言
わ
れ
た
こ
と
を
思

い
出
し
て
、
白
て
ん
車
に
の
ろ
う
と
思
っ
た
。
き
ん

ち
ょ
う
し
た
の
で
、
の
ど
か
か
ら
か
ら
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
み
ん
な
と
む
ぎ
茶
を
の
ん
で
少
し
休
ん
だ
。

そ
れ
か
ら
、
こ
わ
が
家
の
交
通
安
全
“
と
、
大
き
な

見
出
し
を
つ
け
た
紙
を
お
か
あ
さ
ん
が
は
っ
て
く
れ

た
。
そ
れ
に
は
、
道
路
の
あ
る
き
方
や
、
お
う
だ
ん

の
し
方
、
自
て
ん
車
の
の
り
方
な
ど
、
五
つ
書
か
れ

て
あ
っ
た
。
ぼ
く
は
、
お
ね
え
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

毎
日
読
も
う
と
思
っ
た
。
ぼ
く
た
ち
は
、
学
校
へ
行

く
時
、
信
号
も
、
お
う
だ
ん
歩
道
も
な
い
十
字
路
を

二
か
し
ょ
わ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
か
あ
さ

ん
が
書
い
て
く
れ
た
ド
わ
が
家
の
交
通
安
全
“
の
ニ

ば
ん
め
に
あ
る
「
道
路
を
お
う
だ
ん
す
る
時
は
、
右

と
左
を
よ
く
見
て
車
が
こ
な
い
か
ど
う
か
た
し
か
め

て
か
ら
わ
た
る
。
」
を
し
っ
か
り
ま
も
ろ
う
。
石
が

家
の
交
通
安
全
“
を
き
ち
ん
と
ま
も
る
こ
と
を
お
か

あ
さ
ん
と
や
く
そ
く
し
た
。
も
う
す
ぐ
二
学
き
が
は

じ
ま
る
が
、
交
通
に
は
、
じ
ゅ
う
分
気
を
つ
け
て
べ

ん
き
ょ
う
に
、
う
ん
ど
う
に
と
、
が
ん
ば
り
た
い
。

W

．●．●をを 5 1 , ●

歩
行
者
と
し
て
の
マ
ナ
ー

南犬飼中学校2年

大栗　道子

　
「
あ
な
た
は
歩
行
者
と
し
て
の
マ
才
－

い
ま
す
か
。
」

を
守
っ
て

　
そ
う
質
問
さ
れ
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
答
え
る
だ

ろ
う
か
。
歩
行
者
と
し
て
の
マ
ナ
ー
と
は
何
な
の
か
。

　
小
学
校
四
年
の
頃
、
学
校
で
立
哨
当
番
と
い
う
も

の
が
あ
っ
た
。
学
校
前
の
横
断
歩
道
に
先
生
方
が
立

た
れ
て
、
私
達
に
安
全
な
横
断
の
仕
方
を
敦
え
て
下

さ
っ
て
い
た
。
青
に
な
っ
た
ら
左
右
律
語
し
て
、
手

を
ま
っ
す
ぐ
上
に
挙
げ
て
横
断
す
る
。
私
は
、

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」

と
、
先
生
方
に
元
気
に
あ
い
さ
っ
す
る
反
面
、
心
の

中
で
は
、
面
倒
く
さ
い
、
信
号
機
が
赤
に
な
れ
ば
、

車
は
止
ま
っ
て
く
れ
る
の
だ
か
ら
、
左
右
確
認
な
ん

て
、
必
要
な
い
ん
じ
や
な
い
と
反
感
を
持
っ
て
い
た
。

結
局
、
私
は
先
生
方
の
い
な
い
所
で
、
や
っ
た
こ
と

は
な
か
っ
た
。
何
と
な
く
、
は
ず
か
し
い
と
い
う
気

持
ち
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
い
い
の
か
。
当

た
り
前
の
こ
と
を
、
素
直
に
受
け
と
め
、
行
勤
し
な

い
で
よ
い
の
か
。
自
分
の
横
断
を
知
ら
せ
る
た
め
に

手
を
挙
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、
歩
行
者
と
し
て
の
マ

ナ
ー
な
の
だ
。
あ
の
時
の
自
分
に
そ
う
言
っ
て
や
り

た
い
。

　
な
ぜ
こ
ん
な
に
考
え
方
が
変
わ
っ
た
の
か
。
そ
れ

は
つ
い
最
近
だ
。
部
屋
の
掃
除
を
し
て
い
る
時
、
ふ

と
母
が
免
許
証
を
取
る
時
に
使
っ
て
い
た
「
自
動
車

運
転
教
本
」
を
見
つ
け
た
。
そ
れ
を
何
げ
な
く
パ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｙ

｝
パ
ラ
と
め
く
っ
て
い
た
。
そ
の
中
で
目
に
止
ま
っ
た
６

　
の
が
、
停
止
距
離
に
つ
い
て
だ
っ
た
。
時
速
六
十
キ

　
ロ
メ
ー
ト
ル
で
走
っ
て
い
る
時
、
危
険
を
感
じ
て
ブ

　
レ
ー
キ
が
き
き
始
め
る
ま
で
に
道
む
距
離
が
二
十
メ

　
ー
ト
ル
も
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
プ
レ
ー
ー
キ
が
き
き
始

　
め
て
か
ら
停
止
す
る
ま
で
の
距
離
が
二
十
メ
ー
ト
ル
。

　
さ
ら
に
降
雨
時
は
１
・
５
倍
、
降
雪
時
に
は
３
倍
以

　
上
に
な
る
と
い
う
。
こ
れ
ほ
ど
長
い
と
は
思
わ
な
か
っ

　
た
。
こ
れ
で
は
、
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
も
、
急
に
止

　
ま
れ
ず
、
事
故
を
起
こ
し
た
く
な
く
て
も
、
起
こ
し

　
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
私
は
、
そ
ん
な
こ
と
も
知
ら
ず

　
に
道
路
を
横
断
し
て
い
た
。
け
れ
ど
、
も
し
飛
び
出

　
し
を
し
て
車
と
衝
突
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
運
転
手
の

　
せ
い
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
私
は
、
私
達
歩
行
者

　
の
、
無
責
任
な
行
動
に
よ
っ
て
、
事
故
を
起
こ
し
て
し

　
ま
っ
た
運
転
手
が
い
る
と
思
う
と
、
な
ん
と
も
申
し

　
わ
け
な
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
そ
の
時
か
ら
だ
。
私

　
の
者
え
が
犬
き
く
変
わ
っ
た
の
は
。

　
　
ほ
と
ん
ど
の
運
転
手
は
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

　
運
転
し
て
い
る
。
な
の
に
私
達
歩
行
者
は
ど
う
だ
。

　
運
転
手
に
対
し
て
、
歩
行
者
の
守
る
べ
き
こ
と
は
さ

　
さ
い
な
こ
と
な
の
に
、
そ
れ
さ
え
も
面
倒
が
っ
て
、

　
守
ら
な
い
の
だ
。
歩
行
者
さ
え
マ
ナ
ー
ー
を
き
ち
ん
と

　
守
れ
ば
、
事
故
は
、
あ
れ
っ
と
思
う
ほ
ど
少
な
く
な

　
る
の
だ
。

　
　
歩
行
者
と
し
て
の
マ
ナ
ー
と
は
、
歩
行
者
に
義
務

　
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
守
り
、
運
転
手
を
思
い
や
る
心

　
を
持
ち
、
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。
マ
ナ

　
ー
の
意
味
を
理
解
し
た
こ
れ
か
ら
は
、
作
文
の
最
初

　
に
書
い
た
質
問
に
、
自
信
を
持
っ
て
、
「
は
い
。
」
と

　
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
実
行
し
た
い
。
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じ平成８年度

　平成８年度の保育園の入園児童を募集し

ます。入園を希望される方は、次により手

続きをしてください。

　
　
入
園
基
準

　
就
学
前
の
お
子
さ
ん
で
、
昼
間
、
保

護
者
（
両
親
及
び
祖
父
母
）
が
、
仕
事
、

病
気
、
出
産
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
家

庭
で
保
育
で
き
な
い
場
合
で
す
。

　
ま
た
、
Ｏ
歳
児
の
入
園
は
保
育
園
の

人
員
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
入
園
基
準
に
従
っ
て
、
保
育
の
必
要

性
の
高
い
順
か
ら
入
園
措
置
を
し
ま
す
。

（
申
し
込
み
順
で
は
あ
り
ま
せ
庖

　
申
請
書
に
基
づ
き
調
査
の
う
え
、
来

年
２
月
下
句
ご
ろ
保
護
者
に
通
知
し
ま

す
。午

前
８
詩
3
0
分
か
ら
午
後
５
詩
ま
で

　
呈
曜
日
は
午
後
Ｏ
詩
3
0
分
ま
言

入
園
決
定

請
書
に
基
づ
き
調
太

月
下
句
ご
ろ
保
護
太

保
育
時
間

前
８
詩
3
0
分
か
ら
｝

土
曜
日
は
午
後
Ｏ
匹

保
育
料

　
父
母
の
前
年
分
の
所
得
税
、
前
年
度

分
の
町
民
税
の
税
額
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。
（
祖
父
母
が
同
居
で
、
家
庭
の
主

宰
者
と
思
わ
れ
る
場
合
は
祖
父
母
の
税

額
も
合
み
ま
す
）

○保育園の所在地及び募集人員○

保育園名 所在地 電話番号 募集人数

とおりまち保育園 通町16番9号 ８２－０３３０ 38人

やすづか保育園 安塚1179番地1 ８６－０１３２ 32人

いなば保育園 上稲葉935番地2 ８２－１０５９ 18人

しもだい保育園 駅束町6番23号 ８２－４８１５ 29人

すけがい保育園 肋谷1165番地3 ８６－０２３７ 12人

壬生寺保育園 大師町11香16号 ８２－０８１１ 11人

ありんこ保育園 壬生丁75番地14 ８２－３１３７ 14人

つ
い
て

（
園
児
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

Ｏ
延
長
保
育

　
（
朝
午
前
７
時
か
ら
午
前
８
時
3
0
分

　
（
夕
）
午
後
５
時
か
ら
午
後
７
時

・
保
育
の
条
件

　
状
況
を
調
査
し
、
必
要
と
認
め
ら
れ

　
た
場
合
。

・
保
育
料

　
一
般
保
育
料
に
延
長
保
育
料
が
加
算

　
さ
れ
ま
す
。

・
実
施
の
条
件

　
各
保
育
園
で
一
定
数
以
上
の
希
望
者

　
が
い
る
場
合
に
限
り
実
施
し
ま
す
。

○
障
害
児
保
育

　
心
身
に
障
害
が
あ
り
、
集
回
生
活
か
可

　
能
な
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

○
乳
児
保
育

　
産
休
明
け
の
乳
児
か
ら
お
預
か
り
し

　
ま
す
。

・
実
施
保
育
園
　
　
壬
生
寺
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
ん
こ
保
育
園

　
入
園
申
請
書
は
町
民
生
部
福
祉
課
、

各
保
育
園
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
７
年
Ｈ
月
１
日
永
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
月
８
日
（
全
）

※
４
月
１
日
付
入
園
以
外
で
、
や
む
を

得
ず
年
度
途
中
入
園
を
希
望
し
た
い
ご

家
庭
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
育
園
、
人

員
と
も
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
承

知
く
だ
さ
い
。

《子育て相談は各保育園へ》

　お子さんのしつけ、ことばに関することなど、子育て

に関する相談をお受けしています。お気軽にご相談くだ

さい。

◆問合せ先

　町民生部福祉課児童福祉係�８２－ １２３４内線113
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第
８
回
企
画
展

『
屈
口
『
切
口
』
白
眉
測
Ｊ

1 0
月
９
一
日
～
‥
日
月
2
3
日

歴
史
民
俗
資
料
館

月
曜
日
、
火
曜
日
（
午
前
中
）

一
般
２
０
０
円
（
高
・
大
学
生
吉
む
、
小
・
中
学
生
は
無
料
）

　
町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
第
８
回
企
画
展
と
し
て
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
古
代
下
毛
野
国
の
「
王
者
の
水
」

平
成
５
年
度
に
発
掘
調
査
を
行
っ
た
羽
生
田
地
区
に
あ
　
に
ふ
さ
わ
し
い
水
影
埴
輪
並
び
に
蔵
ぶ
‥
の
す
ば
ら

る
県
指
定
史
跡
「
富
士
山
古
墳
」
か
ら
出
土
し
た
埴
輪
　
し
い
古
墳
文
化
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

を
展
示
し
た
『
王
者
の
水
』
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
埴
輪
は
、
死
者
を
葬
る
古
墳
と
呼
ば
れ
る
塚
の
廻
り

に
た
て
ら
れ
る
も
の
で
、
死
者
の
霊
を
弔
い
水
影
埴
輪

や
人
物
埴
輪
な
ど
さ
ま
ざ
な
種
類
の
埴
輪
が
た
て
ら
れ

ま
し
た
。

　
特
に
水
形
埴
輪
は
、
古
墳
郭
の
中
に
あ
っ
て
は
そ
の

古
墳
郭
を
代
表
す
る
よ
う
な
古
墳
か
ら
の
み
出
土
す
る

と
と
も
に
、
古
墳
の
墳
頂
部
や
埴
輪
郭
の
中
央
か
ら
出

土
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
泉
石
埴
輪
は
古
墳
で

行
わ
れ
る
亡
き
者
の
霊
を
弔
う
儀
式
の
主
役
を
担
っ
て

い
る
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
も
の
だ
け
に
許
さ
れ
た
特

別
の
埴
輪
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。

　
企
画
展
で
は
、
復
元
作
業
が
完
了
し
た
富
士
山
古
墳

出
土
の
国
内
最
大
級
の
家
形
埴
輔
二
棟
と
と
も
に
、
栃

木
県
内
及
び
群
馬
・
埼
玉
県
県
内
か
ら
出
土
し
た
水
形

埴
輪
を
展
示
し
ま
す
。

【
企
画
展
講
演
会
】

羽
生
田
富
士
山
古
墳

　
　
～
そ
の
巨
大
な

　
　
　
　
　
　
　
家
形
埴
輪
を
め
ぐ
っ
て
～

・
日
　
時
　
Ｈ
月
４
目
玉
）
午
後
１
時
3
0
分
～

・
会
　
場
　
壬
生
中
央
公
民
館
研
修
室

・
講
　
師
　
宇
都
宮
大
学
国
際
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
授
　
石
部
正
志
先
生

【
羽
生
田
の
古
墳
め
ぐ
り
】

・
日
　
時
　
Ｈ
月
1
2
目
（
目
）
午
前
９
時
～
1
2
時

・
集
合
爆
心
　
羽
生
田
小
学
校

※
詳
し
く
は
、
町
歴
史
民
俗
資
料
館
へ
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。
　
�
8
2
－
Ｏ
１
０
８
内
線
4
1
1
・
4
1
2

W

・
≒
一
＝
乱
一
．
一
一
＝
二

入
母
屋
造
り
の
家
形
埴
輪

上
屋
根
が
取
り
外
せ
る
組
み
合
わ
せ
　
　
と
板
格
子
及
び
貰
に
は
、
規
則
的
に
朱

式
の
家
形
埴
輪
で
す
。

　
上
屋
根
は
、
棟
上
に
６
本
の
板
格
子

が
表
現
さ
れ
、
根
格
子
が
交
差
す
る
箇

所
に
は
貫
と
考
え
ら
れ
る
突
起
が
あ
り
、

板
格
子
の
下
に
は
、
全
面
に
三
角
文
が

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
下
屋
根
を
含
む
壁
に
は
、
長
方
形
と

円
形
の
透
か
し
が
聞

か
れ
て
い
ま
す
。
や

や
丸
昧
お
び
た
下
屋

根
は
、
軒
が
短
く
、

上
屋
根
同
様
に
全
面

に
三
角
文
が
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
上
・
下
屋
根
全
面

に
施
さ
れ
た
三
角
文

盾
（
た
て
）

高
さ
約
１
５
０
ｍ
。

出
土
し
た
際
、
「
水
影
埴
輪
」
を
守

る
か
の
よ
う
に
、
墳

頚
部
の
周
囲
に
円
筒

埴
輪
と
と
も
に
た
て

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
盾
面
に
は
、
左
右

及
び
中
央
に
三
角
文

が
線
刻
さ
れ
て
お
り

他
の
盾
破
片
か
ら
推

測
す
る
と
、
三
角
文

W

及
び
黒
色
に
よ
り
色
分
け
さ
れ
た
箇
所

が
み
と
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
は

色
鮮
や
か
な
家
形
埴
輪
で
あ
っ
た
も
の

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
上
屋
根
を
組
み
合
わ
せ
た
と
き
の
大

き
さ
は
１
６
０
ｍ
を
超
え
、
国
内
最
大

級
の
家
形
埴
輪
の
Ｉ
つ
と
な
り
ま
す
。

内
は
白
及
び
朱
色
が
施
さ
れ
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

８



円
柱
を
も
つ
家
形
埴
輪

　
1
2
本
の
円
柱
を
も
つ
二
階
建
て
の
入
母
屋
造
り
の
家
形
埴

輪
、
全
国
的
に
も
類
例
の
な
い
も
の
で
す
。

　
一
本
の
円
柱
は
直
径
が
約
1
4
ｍ
あ
り
、
桁
行
３
間
・
梁
行

２
間
の
間
取
り
を
と
り
ま
す
。
柱
問
に
璧
は
な
く
、
一
階
床

面
の
柱
間
に
は
直
径
約
1
0
ｍ
ほ
ど
の
円
形
の
空
聞
か
計
６
か

所
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
階
床
面
は
大
き
な
広
間
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
上
屋
根
は
、
「
入
母
屋
造
り
の
家
」
同
様
に
組
み
合
わ
せ

式
の
も
の
で
全
面
に
三
角
文
が
施
さ
れ
、
黒
及
び
朱
色
に
よ

り
規
則
的
に
色
分
け
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
出
土
し
た
と

き
地
面
と
接
し
て
い
た
側
は
、
今
か
ら
１
、
５
０
０
年
前
に
施
さ

れ
た
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
色
彩
を
現
在
に
留
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
様
上
に
は
、
1
3
本
（
現
存
８
本
）
の
朱
色
の
堅
魚
水

が
釣
ら
れ
て
い
ま
す
。
堅
魚
水
が
の
る
こ
と
や
壁
が
無
い
こ

と
か
ら
居
住
用
の
家
で
な
く
、
祭
り
事
に
使
わ
れ
た
特
殊
な

家
を
摸
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
大
き
さ
は
、
高
さ
１
５
０
ｍ
を
超
え
る
大
型
の
家
形
埴
輪

で
あ
る
こ
と
が
単
語
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
（
表
紙
写
真
）

円
筒
埴
輪

　
高
さ
１
０
６
心
、
底
径
4
5
ｍ
、
推
定
口
径
5
3
心
。

　
外
面
に
７
粂
の
突
帯
を
も
ち
、
下
か
ら
３
役
目
と
５
役
目

に
円
形
の
透
か
し
が
対
で
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

朝
顔
形
埴
輪

　
高
さ
１
５
７
心
、
底
径
3
6
心
、
口
径
4
9
心
。

　
口
の
部
分
は
、
く
び
れ
部
か
ら
ほ
ぼ
直
立
気
味
に
立
ち
上

が
り
ま
す
。
外
面
に
は
計
９
粂
の
突
帯
を
も
ち
、
下
か
ら
４

役
目
と
６
役
目
に
対
で
円
形
の
透
か
し
が
開
け
ら
れ
て
い
ま

す
。墳

（
さ
し
ば
）

　
高
さ
約
１
５
０
ｍ
。

　
鸚
は
貴
人
に
さ
し
か
け
ら
れ
る
長
い
柄
の
つ
い
た
団
扇
の

よ
う
な
も
の
で
、
権
威
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
奈
良
県
高
松
塚
古
墳
の
壁
面
の
女
子
像
に

も
見
ら
れ
ま
す
。
団
扇
の
骨
は
、
放
射
状
の
線
刻
に
よ
り
表

さ
れ
、
区
画
内
は
一
つ
お
き
に
朱
色
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
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ｌ
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土
地
の
標
準
価
格
を
公
表

　
栃
木
県
知
事
か
ら
９
月
2
0
日
付
で
、

平
成
７
年
地
価
調
査
基
草
地
の
標
準
価

格
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ

い
て
、
県
知
事
が
７
月
１
日
を
基
準
日

と
し
て
調
査
を
実
施
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
価
格
が
民
間
の
土
地
取
引
の
目
安

と
な
り
、
公
共
事
業
の
用
地
取
得
の
基

準
と
な
り
ま
す
。

　
閲
覧
希
望
の
方
は
、
町
総
務
部
企
画

財
政
諜
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
調
査
基
準
日

　
平
成
７
年
７
月
１
日

◆
基
準
地
の
価
格

　
単
位
面
積
（
１
�
）
当
た
り

○
壬
生
丁
字
六
美
１
１
７
番
地
1
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
４
　
　
０
０
０
円

○
緑
町
一
丁
目
１
０
２
２
番
地
2
4

　
　
「
緑
町
一
丁
目
４
番
Ｈ
号
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
９
　
　
０
０
０
円

○
表
町
１
９
２
８
番
地
２

　
　
「
表
町
一
１
１
重
4
6
号
」

―
Ｗ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
４
　
４
０
０
円

○
落
合
一
丁
目

1 8
番
地

３ １

　
　
「
落
合
一
丁
目

1 8
番

3 5
号
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
り
０
　
　
７
０
０
円

○
中
央
町
３
２
７
番
地
３

　
　
「
中
央
町
２
善

1 5
号
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｘ
）
Ｏ
　
［
Ｄ
Ｏ
Ｏ
円

○
本
丸
一
丁
目
３
２
６
３
番
地
2
3
外
１

　
　
「
本
丸
一
丁
目
８
番
６
号
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
１
－
ち
［
Ｄ
０
０
円

○
安
塚
宇
宿
内
１
９
２
８
番
地
外
２

　
　
圧
迫
見
込
地
］
２
８
。
０
０
０
円

○
緑
町
二
丁
目
１
０
２
２
番
地

ｍ

　
　
「
緑
町
二
丁
目
５
番
６
号
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
７
　
　
０
０
０
円

○
安
塚
字
市
原
１
０
０
６
番
地
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
５
　
　
０
０
０
円

ｙ
－
゛
ｚ
Ｅ
ｊ
巴
胴
。
箔
託
９
。
ぶ
ミ
、
　
１
μ
り
ｎ
ｕ
、
ｎ
ｕ
″
９
″
Ｇ
″
ａ
ａ
ぃ
％
以
ｗ
ａ

Ｏ
壬
生
乙
宇
吾
妻
原
３
５
４
９
番
地
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
乙
ｒ
ｎ
ち
　
０
０
０
円

節
目
囲
Ｏ
Ｍ
．
Ｊ
Ｅ
回
り
Ｉ
Ｓ
Ｏ
ａ
。
回
ａ
。
一
Ｅ
ｉ
涼
感

○
羽
生
田
字
詰
川
原
２
３
４
６
番
地
４
外
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
只
陥
　
り
Ｊ
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
５
６
。
６
０
０
円
　
　
○
国
谷
学
前
畑
１
９
７
２
番
地
２

四
四
肢
章
潭
簿
賠
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
。
７
０
０
円

○
至
宝
三
丁
目
4
8
番
4
＠
　
　
　
　
　
　
　
〇
下
稲
薬
学
釜
ケ
渕
６
４
番
地
―
外
２

　
　
「
至
宝
三
丁
目
４
番
６
号
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
。
５
０
０
円

１

４

Ｉ
Ｉ

－ - f
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Å１ＤＳ
考えてみませんか／
お子さんの性教育・エイズ教育を

研究の成果発表へ
　壬生町教育委員会では平成５・６・７年度の３か年、

文部省の指定を受けエイズ教育（性教育）の研究に取

り組んできました。 11月１日には、壬生中学校で発表

会を間催し県内外の先生方に

①小学校、中学校、高等学校ではエイズや性をどのよ

　引こ教えたらよいか

②エイズや性を教えるために、学校や家庭そして地域

　がどのように協力したらよいか

についての成果を紹介します。

　町内の各学校では、単にエイズ感染から自分を守る、

というだけでなく男女のあり方や人間尊重という精神

からエイズ問題を考えることのできる力を育てること、

ＨＴＶ患者・感染着への偏見や差別を無くすことをめ

やすとして授業を進めてきました。

エイズ

　｢利Ｖ(エイズウィルス)｣ってよく言われますが、

　ウィルスってどういうものなのですか？

　説明してください。

　　伝染病(感染症)の病原体を小さい方から並べてみ

　ますと、一般的にウィルス、リチッチァ、細菌、スピ

　ロヘータ、原虫などの順になります。

　　ウィルスは直径が10～300ミクロン(１万分の1～30

　ミリ)という小さな粒子で、細菌の10分の1～100分の

　１という小ささです。生物か生物でないか専門家によっ

　て議論されるほど特殊な存在です。

　　遺伝子をもっている点では生物ですが、自分でエネ

　ルギーを生産できない、タンパク質をっくる仕組みが

　ない、分裂ではふえない、ということは生物と異なる

　点です。

、　このようなウィルスは他の生物の細胞の中に入り込

　授業を担当した先生によると興味本位や遊び感覚で

エイズや性を見ることから、自分の生き方としてエイ

ズや性をどう見るか、という子どもが増えつつあると

いうことで、子どもたちのエイズや性についての見

方・考え方に変化が感じられるとのことです。

　また、家庭や地域との協力という面では、エイズや

学校におけるエイズ教育についての情報をなるべくた

くさん提供することを心がけてきました。

　特にエイズ教育講演会や家庭教育学級のエイズ講座

開催、エイズ教育広報誌、家庭でできる性教育・エイ

ズ教育の手引きの発行などを精力的に行いました。最

近のＰＴＡ連合会アンケートの結果などを見てみます

と、これらの事業に対しての保護者の関心は高くかな

りの成果があったことが分析されております。

　多くの成果を挙げられた研究ですが、次のような課

題も残されました。

　・教育に携わる教師や保護者のすべてがエイズや性

　　についての正しい知識を身につけること

　・エイズ教育や性教育は人間教育です。人間の性に

　　対する正しい意識をより一層高めること

　・これからも継続的に学校、家庭、地域が協力して

　　いけるような体制をつくること

　これまでの成果をもとに、今後も引き続き研究を推

進していくことになりますので、皆さまのご協力をお

願いいたします。

ミニ知識

　その20 監修　栃木県伝染病予防調査協議会会長

　　　栃木県連合学校保健会会長

　　　　　　　松　本　　幸　三

まない限りふえることはできません。なぜかというと、

ウィルスは自分に矢けている増殖に必要な仕組みを補

うために、入り込んだ細胞の仕組みを借用しているか　Ｉ

らです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ

　　「ウィルスに感染する」というのは、このように細

胞の中に入り込むことです。そして入り込む細胞は限

られています。ウィルスはそれぞれ決まった生物の細

胞に入り込むのです。 ＨＩＶ （ヒト免疫不全ウィルス）

はヒトの細胞にしか入り込みません。ですから、ネコ

やウシはヒトのエイズにはかかりません。逆に人間に

ネコのエイズがうつるということもありえないのです。

’
０ｊ
　
”
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城
下
町
と
か
ん
ぴ
ょ
う
の
里
を
結
ぶ

藤
井

　
平
成
４
年
度
よ
り
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
県
道
笹
原
・
壬
生
線
の
黒

川
に
架
か
る
藤
井
橋
が
完
成
し
９
月
2
8

日
、
関
通
式
並
び
に
渡
り
初
め
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
関
通
式
に
は
、
清
水
町
長
、
佐
藤
県

議
、
荒
川
町
議
会
議
長
や
柿
沼
県
上
本

部
技
監
を
け
じ
め
県
・
町
関
係
者
と
地

元
の
地
権
者
や
関
係
者
な
ど
約
３
０
０

名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
渡
り
初
め
式
で
は
、
通
行
の
安
全
を

W

橋

が

完

成

祈
願
す
る
神
事
の
後
、
関
係
者
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
が
割
ら
れ
る

と
と
も
に
、
藤
井
小
学
校
令
児
童
が
書

い
た
開
通
を
祝
う
メ
ッ
セ
九
ン
を
付
け

た
風
船
が
飛
ば
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
藤
井
小
学
校
鼓
笛
隊
を
先

頭
に
、
橋
本
幸
明
さ
ん
、
長
　
要
祐
さ

ん
、
橋
本
幸
男
さ
ん
一
家
の
親
子
三
代

家
族
や
出
席
者
全
員
に
よ
る
渡
り
初
め

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
藤
井
橋
は
、
橋
長
が
１
３
５

ｍ
、
幅
員
1
2
ｍ
（
車
道
６
ｍ
二
車
線
、

両
側
２
・
５
ｍ
の
歩
道
）
で
親
柱
に
夕

顔
の
花
が
モ
チ
ー
フ
さ
れ
て
い
ま
す
。

く
す
玉
が
割
ら
れ
る
と
同
時
に

風
船
が
飛
ば
さ
れ
ま
し
た

関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

共同募金運動

ありがとう、
恥Maのきちち。
ひとりひとりの優しさは、社会の資産です。

W

蘭
学
通
り
に
活
躍
し
た
明
治
期
の
医
帥
た
ち
㈲

　
　
　
市
川
　
寅
吉
（
い
ち
か
わ
　
と
ら
き
ち
）

　
○
邸
宅
は
、
現
在
の
「
中
央
町
・
市
川
弘
幸
さ
ん
」
で
す
。

｜

｜

　
１
８
８
８
年
（
明
治
2
1
年
）
1
0
月
開

業
後
期
試
験
に
合
格
、
順
天
堂
病
院
に

お
い
て
臨
床
実
験
の
研
究
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
翌
年
８
月
に
地
元
有
志
諸
氏

の
願
い
に
よ
り
下
都
賀
郡
石
橋
町
に
開

　
下
都
賀
郡
稲
葉
村
・
小
菅
常
治
の
二

男
と
し
て
１
８
６
９
年
（
慶
応
２
年
）

に
生
ま
れ
、
そ
の
後
、
市
川
治
兵
衛
の

養
子
と
な
り
ま
し
た
。

　
６
歳
に
し
て
稲
葉
村
立
小
学
校
に
入

学
全
科
を
終
了
、
自
ら
進
ん
で
神
垣
忠
固

氏
の
門
に
入
り
普
通
学
を
修
め
、
ま
た
、

栃
木
県
立
宇
都
宮
病
院
副
院
長
の
勾
坂

選
氏
宝
生
藩
筆
頭
医
石
坂
悔
悛
の
実

子
）
に
入
門
、
医
学
を
研
究
し
ま
し
た
。

　
１
８
８
４
年
（
明
治
1
7
年
）
４
月
、

東
都
の
済
生
学
舎
に
入
学
、
そ
の
課
程

を
修
了
、
翌
年
３
月
第
一
期
医
術
開
業

前
期
試
験
に
合
格
、
医
学
研
究
に
励
ん

で
い
ま
し
た
が
病
気
を
患
い
、
治
療
を

兼
ね
て
茨
城
県
立
医
学
校
に
入
り
直
し

医
学
を
修
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
健

康
が
回
復
す
る
と
、
再
び
東
都
の
済
生

学
舎
、
順
天
堂
病
院
に
お
い
て
勉
学
に

励
み
ま
し
た
。

業
し
ま
し
た

実
験
の
足
り

。
ｙ
が
ち
、
自
分
の
臨
床

加
さ
を
痛
感
し
ヽ
再
び
東

都
の
慈
恵
会
病
院
に
入
り
臨
床
実
験
の

研
究
に
励
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
病
院

を
辞
職
、
更
に
東
都
の
井
上
眼
科
病
院

に
お
い
て
眼
科
を
専
攻
し
な
が
ら
東
京

顕
微
鏡
院
講
習
生
を
卒
業
、
研
究
科
も

修
業
す
る
と
と
も
に
順
天
堂
病
院
に
お

い
て
外
科
手
術
も
研
究
し
ま
し
た
。

　
１
８
９
３
年
（
明
治
2
6
言
に
郷
里

の
壬
生
町
に
開
業
、
壬
生
小
学
校
、
藤

井
小
学
校
の
校
医
も
務
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
１
８
９
８
年
前
治
3
0
年
）

に
は
、
天
然
痘
（
砲
術
）
が
流
行
し
稲

葉
村
種
痘
医
と
な
り
予
防
と
治
療
に
尽

く
し
ま
し
た
。

　
寅
吉
は
、
１
９
２
９
年
（
昭
和
４
年
）

堅
蔵
で
没
し
ま
し
た
。

　
次
回
は
、
若
井
武
一
郎
翁
と
石
崎
楚

治
翁
で
す
。
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「
毎
日
早
起
き
し
て
、
適
度
に
体
を

勣
か
す
の
が
健
康
の
ひ
け
つ
で
す
か
ね
」

と
い
う
大
垣
さ
ん
ご
夫
婦
。
長
沼
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

心

は
自
転
車
で
の
運
動
、
チ
ヨ
さ
ん
は
掃

除
や
草
む
し
り
を
す
る
こ
と
が
多
い
そ

う
で
す
。

密達者　　＼

　カッフル矩）

上　田
　　大垣 良治さん(８４)

チヨさん(８３)夫妻

青
春
ス
ケ
ョ

チ
府

仕事に活かせる資格に挑戦

　　おもちゃのまち　　楠　麻理子さん

　　「テニス、ゴルフ、スキーなど、いろいろなス

ポーツをしたり、観戦するのが好きですね」とい

う麻理子さん。

　休日は「音楽を聴いていることが多いですね。

ほかに、旅行に出掛けたり、じっくりと料理に取

り組んだりもします」という彼女、「仕事に活かせ

るよう、コンピュータ関係の資格を取りたい」と

話すとても前向きなお嬢さんです。

｢校庭からの風刺

壬生小学校５年

　　　　中　田　ｲﾆ　美

｢ゆめの中のとり｣

壬生小学校２年

　　　　川　島　圭　吾

肌
◎
⑩
忌
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ふ才|しまぺ
写
真
右
か
ら
人
見
会
長
、

二
瓶
さ
ん
、
石
村
さ
ん
、
清
水
町
長

ヽ -

　
長
沼
さ
ん
は
大
正
1
5
年
に
南
犬
飼
尋

常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
家
業
の
農

業
に
従
事
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
宇
都
宮
市
出
身
で
大
正
1
2

年
に
姿
川
尋
常
小
学
校
を
卒
業
し
て
東

京
で
働
い
て
い
た
チ
ヨ
さ
ん
と
、
昭
和

６
年
に
結
婚
し
ま
し
た
が
、
昭
和
1
9
年

に
召
集
を
受
け
、
神
奈
川
県
の
横
須
賀

海
軍
に
入
隊
、
昭
利
2
0
年
に
山
形
県
神

町
で
終
戦
を
迎
え
、
昭
和
2
1
年
に
実
家

仁
尻
り
、
農
業
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
沼
さ
ん
は
農
業
の
か
た
わ

ら
、
媒
酌
人
と
し
て
今
ま
で
2
0
組
の
カ

ッ
プ
ル
を
ま
と
め
た
そ
う
で
、
「
縁
結

び
の
お
手
伝
い
を
す
る
の
が
好
き
な
ん

で
し
ょ
う
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
お
二
人
は
現
在
も
農
業
を
続

け
て
お
り
、
米
や
ご
ぼ
う
な
ど
を
作
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
お
二
人
の
趣
味
は
、
1
3
年
ほ
ど
前
に

始
め
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
、
週
２
回
の

練
習
に
は
ほ
と
ん
ど
欠
か
さ
ず
出
て
い

る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
民
謡
も
お
好
き

だ
そ
う
で
、
「
上
田
神
社
で
週
１
回
行

わ
れ
る
民
謡
教
室
に
も
よ
く
出
掛
け
亘

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
結
婚
し
て
今
年
で
6
6
年
目
に
な
る
と

い
う
お
二
人
、
「
白
分
た
ち
の
代
か
ら

ひ
孫
の
代
ま
で
、
４
世
代
７
人
家
族
で

楽
し
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
家
族
に
恵
ま
れ
て
幸
せ
で
す
ね
」
と

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

石
村
セ
ツ
子
さ
ん
皐
車
の
部
）

二
瓶
美
恵
子
さ
ん
（
八
Ｔ
車
の
部
）

　
第
１
６
回
栃
木
県
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ー
安

全
運
転
競
技
大
会
が
1
0
月
１
日
、
鹿
沼

市
の
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

栃
木
地
区
を
代
表
し
て
奉
灯
女
性
ド
ラ

イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
（
人
見
イ
ハ
会
長
）
か

ら
Ｍ
Ｔ
車
の
部
に
出
場
し
た
石
村
セ
ツ

子
さ
ん
（
至
宝
町
南
）
並
び
に
Ａ
Ｔ
車

の
部
に
出
場
し
た
二
瓶
美
恵
子
さ
ん
工

夫
町
）
は
、
各
部
に
お
い
て
見
事
優
勝

見
事
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
が

安
全
運
転
の
技
能
と
知
識
を
競
う
と
と

も
に
、
会
員
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
な

が
ら
、
運
転
技
術
の
向
上
と
交
通
ル
ー

ル
の
知
識
を
更
に
高
め
あ
い
、
交
通
安

全
意
識
の
高
揚
と
交
通
事
故
防
止
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

チピッ子アルバム
-

郁
美
作
土
孟
・
右
∇
成
美
作
土
止
予
左
）

　
　
（
父
）
粂
川
健
　
司
さ
ん

　
　
（
母
）
　
ク
　
由
美
子
さ
ん

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

（
安
塚
南
部
）

素
直
で
や
さ
し
い
子
に
育
っ
て
ね
。

ま
　
い
麻
衣
ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

（
父
）
渡
辺
剛
史
さ
ん

（
母
）
　
ク
　
昌
代
さ
ん

尚
樹
ち
ゃ
ん
（
４
か
月
・
玉
言

（
落
合
）

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

　
姉
弟
仲
良
く
元
気
に
育
っ
て
ね
！
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町
学
校
音
楽
祭

；

拿

‡

　
壬
生
町
小
・
中
学
校
音
楽
祭
が
９
月

８
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、

町
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
1
5
チ
ー
ム
が

出
場
し
、
す
ば
ら
し
い
合
唱
や
演
奏
が

披
露
さ
れ
る
と
と
も
に
、
合
唱
・
合
奏

の
腕
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

　
合
唱
の
部
で
壬
生
小
、
壬
生
束
小
、

安
塚
小
、
壬
生
起
小
、
南
犬
飼
中
、
壬

生
中
、
合
奏
の
部
で
藤
井
小
、
羽
生
田

小
、
壬
生
小
、
睦
小
、
壬
生
中
、
南
犬

飼
中
が
、
９
月
2
8
日
、
1
0
月
２
日
に
栃

木
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
た
下
都
賀
地

区
学
校
音
楽
祭
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
1
0
月
2
4
日
、
2
6
日
に
宇

都
宮
教
育
会
館
で
行
わ
れ
る
県
大
会
に

は
次
の
７
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

回
届
防
御
Ｌ

○
壬
生
来
小
学
校

Ｏ
南
犬
飼
中
学
校

○
壬
生
中
学
校

目
屎
両
部
□

○
藤
井
小
学
校

☆、長寿を祝う敬老のつどいが９月22日、=j壬生中央

（
3
4
人
編
成
）

（
3
3
人
編
成
）

（
3
5
人
編
成
）

（
7
7
人
編
成
）

-

○
羽
生
田
小
学
校

○
壬
生
小
学
校

○
睦
小
学
校

（
全
校
編
成
）

冊
人
絹
成
）

（
3
8
人
編
成
）

　
　
安
全
な
自
転
車
の
乗
り
方
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
導
を
受
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
齢
者
交
通
安
全
の
つ
ど
い

　
秋
の
交
通
安
全
期
間
中
の
９
月
2
6
日
、
　
夜
間
の
歩
行
は
で
き
る
だ
け
明
る
く
目

壬
生
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
（
人
　
　
立
つ
服
装
を
す
る
、
自
転
車
等
に
乗
る

見
イ
ハ
会
長
）
主
催
の
高
齢
者
交
通
安
　
　
と
き
は
必
ず
左
右
を
単
語
す
る
、
車
に

全
の
っ
ど
い
が
、
町
総
合
運
動
場
管
理
　
　
乗
る
と
き
は
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
す

棟
に
お
い
て
老
人
ク
ラ
ブ
の
お
年
寄
り
　
　
る
な
ど
の
励
行
の
お
願
い
が
あ
っ
た
後
、

や
夜
間
で
も
目
立
つ
赤
い
蛍
光
シ
ャ
ン
　
　
会
場
を
運
動
場
に
移
し
、
「
安
全
な
自

パ
ー
を
着
た
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
　
　
転
車
の
乗
り
方
」
の
実
技
が
行
わ
れ
、

員
が
大
勢
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
参
加
者
一
人
ひ
と
り
自
転
車
に
よ
る
正

　
つ
ど
い
で
は
、
栃
木
警
察
署
手
塚
交
　
　
し
い
交
差
点
の
渡
り
方
の
指
導
を
受
け

通
課
長
の
「
高
齢
者
に
関
す
至
父
通
事
　
　
て
い
ま
し
た
。

故
防
止
対
策
に
つ
い
て
」
の
講
話
で
、

ヽ-

46チームが熱戦を展開
　９月30日、10月１ロの両日、町ソフトボール協会（塩

濠　弘会長）主催の「第４回ゆうがおマラソンソフトボ
ールinみぶ」が町総合運動場で開かれ、46チームが参加、
「ゆうがお」、「ひばり」のニチームに分かれ、２日間、
延べ24時間のマラソンソフトボールに挑戦しました。

　試合は計23試合、140回まで熱戦が展開され、ひばり
チームが終盤逆転、162対161で勝利をおさめました
　なお試合の途中には、宇都宮女子商業高校ソフトボー
ル部の模範試合も行われ、すばらしいプレーに多くの観
客の目を楽しませました。

交
差
点
の
正
し
い
自
転
車
の

横
断
方
法
の
指
導
を
受
け
る

14



町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
消
火
競
技
大
会

　
壬
生
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
（
大
畑
ト

シ
会
長
）
で
は
、
ク
ラ
ブ
員
の
消
火
技

術
の
向
上
を
回
り
な
が
ら
、
万
一
の
火

災
発
生
に
際
し
て
被
害
を
最
小
限
度
に

と
ど
め
る
た
め
の
心
構
え
と
実
践
を
体

験
し
よ
う
と
９
月
1
9
日
、
町
総
合
運
動

場
で
第
1
3
回
壬
生
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

消
火
競
技
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
競
技
内
容
は
、
指
揮
者
と
消
大
昔
の

２
人
が
Ｉ
組
に
な
っ
て
、
簡
易
消
火
器

を
使
い
燃
焼
皿
の
火
を
い
か
に
迅
速
、

的
確
に
消
火
す
る
か
を
競
う
も
の
で
す
。

写
真
前
列
坂
田
Ｔ
大
森
組

後
列
右
か
ら
大
粟
―
山
田
組

　
　
　
　
　
　
亀
田
・
伊
藤
組

　
競
技
者
の
皆
さ
ん
は
、
ス
タ
ー
ト
の

合
図
と
と
も
に
２
人
力
を
合
わ
せ
て
勢

い
よ
く
燃
え
る
燃
焼
皿
の
火
に
向
か
い
、

果
敢
に
し
て
、
機
敏
な
動
作
で
消
火
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
Ｗ
レ
意

優
　
勝
　
坂
田
寿
子
・
大
森
和
枝
組

糸
優
勝
　
大
粟
ト
ク
・
山
田
キ
ク
エ
紙

三
　
位
　
亀
田
愛
子
・
伊
藤
サ
イ
手
紙

　
な
お
、
上
位
３
組
は
1
0
月
９
目
に
行

わ
れ
た
石
橋
地
区
消
火
競
技
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。

-

お
年
寄
リ
と
の
親
睦
を
深
め
る

　
上
述
町
自
治
会
（
高
根
定
代
会
長
）

の
恒
例
行
事
で
あ
る
敬
老
会
が
９
月
1
5

日
、
上
述
町
公
民
館
で
開
か
れ
、
自
治

会
内
の
狸
威
以
上
の
お
年
寄
り
約
4
0
名

が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　
敬
老
会
は
、
長
寿
を
祝
い
、
お
年
寄

り
と
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
に
、
2
0
年

ほ
ど
前
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
ま
す
。

　
当
日
は
自
治
会
の
役
員
さ
ん
な
ど
が

が
準
備
に
あ
た
り
、
ま
た
自
治
会
内
の

商
店
・
飲
食
店
か
ら
飲
食
物
の
寄
付
を

い
た
だ
き
、
食
事
や
会
話
な
ど
に
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
す
す
め
る

　
　
ご
父
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〃

　
　
　
　
　
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
歓
迎

　
壬
生
町
交
通
安
全
母
の
会
（
田
中
ミ
　
　
　
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
悲
惨
な
交

ヨ
会
長
）
で
は
９
月
８
日
、
（
口
堅
国
　
　
通
事
故
を
減
少
さ
せ
、
安
全
で
快
適
な

交
通
安
分
母
の
会
連
合
会
・
栃
木
県
交

通
安
全
母
の
会
連
合
会
が
主
催
と
な
っ

て
、
全
国
各
地
の
母
親
の
手
に
よ
る
。

み
ん
な
で
す
す
め
る
交
通
安
全
こ
ざ
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
し
て
い
る
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

を
、
多
数
の
会
員
が
沿
道
に
お
い
て
歓

迎
並
び
に
激
励
し
ま
し
た
。

交
通
社
会
の
実
現
を
目
ざ
す
た
め
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ー
ト
着

用
推
進
な
ど
、
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
壬
生
町
交
通
安
全
母
の
会
で
は
、
年

間
を
通
し
て
各
地
域
で
交
通
安
全
教
室

な
ど
を
開
き
、
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
　
　
沿
道
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
迎
え
る

か
け
て
い
ま
す
。

母
の
会
の
皆
さ
ん

W 〃

Ｘ

ｊ

ｉ

ｊ

文
化
協
会
文
芸
部
選

短
　
　
歌

エ
ン
ジ
ン
の
音
た
て
耕
し
て
お
れ
ば

日
傘
の
友
が
手
を
あ
げ
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
久
井
　
香

干
瓢
作
り
今
年
も
止
め
る
家
あ
り
て

特
産
物
の
減
る
は
さ
び
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
原
　
マ
サ

古
稀
と
言
う
は
人
の
こ
と
か
と
思
ひ
ゐ

し
が
気
が
っ
け
ば
我
に
迫
り
お
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
尾
　
壮

還
暦
を
機
に
漬
け
初
め
し
ら
っ
き
ょ

う
を
洗
い
て
お
れ
ば
母
の
面
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
林
　
文
恵

俳
　
　
句

秋
涼
し
糸
な
め
て
針
通
す
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
田
鶴

う
し
ろ
手
に
組
め
ば
秋
風
う
し
ろ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
沢
　
克
明

萩
活
け
て
夫
と
の
余
生
食
い
違
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
カ
ツ

新
涼
や
俎
洗
う
ひ
と
り
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
　
昭
夫

ゝ
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○日　時　１１月１８日（土）

　　　　　開場：午後６時、開演：午後６時30分

○会　場　壬生中央公民館大ホール

○入場料　４、５００円（全指定席）
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○入場券　壬生中央公民館、稲葉

　　　　　出張所、南犬飼出張所

　　　　　で取り扱っています。

○主　催　牡壬生町施設振興公社

○後　援　壬生町教育委員会

○問合せ先

　壬生中央公民館�８２－ ０１０８

　門壬生町施設振興公社�86－7117

☆
日
　
時
　
1
2
月
1
0
目
釘
）

　
　
　
　
　
開
場
示
‐
後
１
時

　
　
　
　
　
開
演
一
午
後
１
時
3
0
分

☆
会
　
場
　
壬
生
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

☆
入
場
料
　
８
０
０
円
谷
自
由
席
）

　
＊
こ
ど
も
・
お
と
な
も
同
じ
料
金
で
す
。

　
＊
３
歳
以
上
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

☆
入
場
券
　
壬
生
中
央
公
民
館
、
稲
葉

　
　
　
　
　
出
張
所
、
南
犬
飼
出
張
所

　
　
　
　
　
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

☆
主
催
Ｕ
士
生
肝
施
設
振
興
公
社

☆
後
　
援
　
壬
生
町
教
育
委
員
会

☆
問
合
せ
先

　
壬
生
中
央
公
民
館
�
8
2
－
０
１
０
８

●
国
民
健
康
保
険
税
（
５
期
）

●
国
民
年
金
（
‥
目
月
分
）

　
　
　
　
　
（
納
期
限
１
１
月
3
0
日
）

納
期
限
間
際
は
、
納
付
窓
口
が

大
変
込
み
合
い
ま
す
。
早
め
に

納
付
し
ま
し
ょ
’
っ
。

全
１
万
４
５
５
円
⑩

金
５
千
１
５
５
円
②

全
３
千
円
②

金
３
千
円
②

金
１
万
円
②

金
９
千
８
８
６

金
３
千
円
①

野
口
百
合
子
株

渡
辺
　
寅
ハ
様

深
津
　
ハ
ナ
株

。
言
胞
子
匹
の
子
牛
置
」

金　　　rziz，
3　　奇

舌

④　付

n)ﾘ篇u

ツ環ｘや和付協

Ｉ

工境
末子平回議Ｉ

様様様様様無意｜
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ふくべの里オープン
　藤井むらづくり推進協議会（小谷野幸作

会長）農産物直売所部会（阿久津勝部会長）

の農産物即売所・ふくべの里が９月28日オ

ープン。

さんが丹精を込めて作っ

毎週土曜日に販売します
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